


限
定
し
→

が
多
い
。

元
来
、
秋
帆
の
家
は
、
父
四
郎
兵
衛
が
坂
本
俊
現
に
つ
い
て
萩
野
流
及
び
天
山
流
の
砲
術
を
学
び
、
同
流
砲
術
師
範
と
し
て

門
戸
を
構
え
て
い
た
関
係
で
、
秋
帆
も
天
保
初
年
頃
ま
で
は
萩
野
流
砲
術
家
と
さ
れ
て
お
り
竜
そ
の
下
地
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
兵

入
を
は
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
幕
末
に
お
け
る
財
政
改
革
に
成
果
を
お
さ
め
た
西
南
雄
藩
を
し
て
、
軍
事
工
業
の
創
設
と
兵
制
の
洋
式
化
を
う
な

が
す
端
緒
と
な
っ
た
も
の
で
、
や
が
て
は
幕
末
維
新
の
動
乱
を
乗
越
え
、
日
本
の
近
代
化
を
達
成
す
る
淵
源
と
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
秋
帆
自
身
と
し
て
は
、
彼
が
紹
介
し
よ
う
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
火
砲
の
合
理
性
が
、
規
格
統
一
さ
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
手
工
業
か
ら
マ
’
一
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
と
生
産
形
態
が
移
り
変
る
た
め
の
引
鉄
と
な
る
工
業
標
準
化
を
意
味

し
て
い
る
と
は
気
が
付
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
近
代
軍
隊
と
い
う
も
の
が
、
封
建
的
な
身
分
階
級
制
度
と
は
馴
染
ま
な

い
も
の
と
は
思
っ
て
み
な
か
っ
た
筈
で
、
彼
と
し
て
は
、
む
し
ろ
封
建
制
を
擁
護
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
洋
式
兵
学
の
導

秋
帆
が
、
幕
府
の
要
請
に
応
え
て
実
一

つ
た
記
念
す
べ
き
出
来
事
と
い
え
る
。

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
五
月
九
日
、
江
戸
郊
外
の
戸
田
川
沿
い
に
あ
る
徳
丸
原
（
現
、
東
京
都
板
橋
区
高
島
平
）
に
お

い
て
西
洋
式
の
銃
隊
調
練
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
か
ね
て
か
ら
洋
式
砲
術
の
採
用
を
具
申
し
て
い
た
長
崎
の
町
年
寄
高
島

秋
帆
が
、
幕
府
の
要
請
に
応
え
て
実
演
し
た
も
の
で
、
幕
末
期
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
先
進
国
の
軍
事
技
術
導
入
の
発
端
と
な

一
般
に
秋
帆
が
唱
え
た
洋
式
兵
学
は
、
高
島
流
砲
術
と
称
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
式
の
銃
砲
と
、
そ
の
操
作
法
に

疋
し
て
考
え
ら
れ
、
ゲ
。
ヘ
ー
ル
銃
や
モ
ル
チ
ー
ル
、
あ
る
い
は
ボ
ン
ベ
ン
と
い
っ
た
火
器
の
輸
入
に
価
値
付
け
ら
れ
る
こ
と

火
技
の
中
興
洋
兵
の
開
基

高
島
流
砲
術
と
そ
の
影
響

所

荘
吉
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学
の
餌
垂
も
、

付
建
白
』
に
お

古
八
陣
首
尾
相
応
ず
る
の
良
陣
←
源
之
と
雌
、
野
戦
の
大
砲
無
之
、
弓
槍
刀
を
以
て
及
接
戦
候
時
の
事
故
、
至
今
良
陣
な
り
と

ｖ

難
、
遠
方
よ
り
飛
丸
来
る
時
は
、
仮
令
陣
形
巧
な
り
と
雌
、
之
を
防
ぐ
に
は
楯
な
く
竜
砲
は
砲
を
以
砲
を
防
ぐ
の
外
術
な
し

と
申
候
。
依
て
五
大
洲
の
大
国
皆
砲
戦
を
盛
に
し
、
相
互
に
同
戦
法
と
相
成
候
に
付
て
は
、
器
機
精
利
を
極
め
候
得
ば
勝
利

も
亦
多
し
と
申
候
。
古
戦
の
法
如
何
可
有
之
歎
・
清
朝
の
儀
は
兵
法
の
本
元
孫
呉
穣

韓
信
諸
葛
、
近
く
は
戚
継
光
等
の
軍

ｖ
し

術
悉
く
諸
ん
ぜ
ざ
る
は
無
之
候
得
共
、
屡
敗
靭
致
候
上
は
、
大
国
と
難
、
亦
不
尽
処
有
之
歎
と
存
ぜ
ら
れ
候
間
、
厚
く
御
明

し
し

断
所
希
に
御
座
候
・

と
「
砲
を
以
て
砲
を
防
ぐ
」
こ
と
に
壱
秋
帆
の
戦
術
に
対
す
る
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
・

い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
新
し
い
技
術
の
導
入
に
あ
た
っ
て
「
物
」
、
つ
ま
り
〈
Ｉ
ド
が
最
初
に
注
目
さ
れ
る
の
は
当
然

で
あ
っ
て
、
秋
帆
も
初
期
に
お
い
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
の
新
式
火
器
に
関
心
を
も
ち
、
操
法
を
修
得
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、

そ
れ
が
用
兵
術
と
密
接
不
可
分
の
位
置
に
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
は
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
肥
後
藩
の
有
吉
市
郎
兵
衛
が
、
秋
帆
に
差
出
し
た
起
請
文
の
筒
条
序
列
か
ら
察

せ
ら
れ
る
。

起
請
文

一
、
萩
野
流
の
事

一、
同
新
流
の
事

一
、
高
島
流
の
事

一
、
西
洋
銃
陣
の
事

特
に
砲
術
部
門
に
関
心
を
持
つ
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
安
政
五
、
六
年
頃
と
思
わ
れ
る
『
軍

の
儀
に

い
て
も
、
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し
か
も
、
そ
の
記
述
は
蘭
書
か
ら
の
翻
訳
と
は
い
え
極
め
て
拙
な
い
も
の
で
、
長
崎
通
詞
中
山
作
三
郎
と
西
記
志
十
の
両
名

が
秋
帆
に
協
力
し
た
と
云
わ
れ
る
も
の
の
、
と
て
も
専
門
の
訳
詞
達
の
手
に
な
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
既
に
文
化
五
年
（
一

八
○
八
）
に
は
、
長
崎
通
詞
本
本
正
栄
が
『
砲
術
備
要
』
を
、
ま
た
翌
六
年
に
も
石
橋
助
左
衛
門
に
よ
る
『
ポ
ス
シ
ギ
ー
テ
レ

イ
・
コ
ン
ス
ト
和
解
』
が
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ラ
ン
ダ
砲
術
書
か
ら
翻
訳
さ
れ
て
お
り
、
『
秘
書
』
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
秀
れ
た
訳

文
で
あ
っ
て
》
極
め
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
秋
帆
が
知
ら
ぬ
筈
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
に
、
何
故
生
硬
な
訳

文
の
ま
ま
の
『
秘
書
』
が
伝
え
駐
軌
た
の
で
あ
ろ
う
か
・

こ
れ
に
つ
い
て
、
『
火
薬
秘
書
』
と
改
題
さ
れ
た
『
秘
書
』
の
叙
言
に
は
、

或
人
の
話
に
、
一
異
客
文
政
の
初
年
西
崎
に
遊
学
せ
し
に
、
其
頃
は
西
洋
火
攻
の
術
未
だ
開
け
ず
、
秋
帆
も
未
だ
其
術
に
精

し
か
ら
ず
、
故
に
其
時
ア
ル
チ
ル
レ
リ
イ
、
ヲ
プ
ヒ
シ
イ
ル
と
題
号
せ
る
砲
兵
指
揮
使
の
要
本
、
幸
に
舶
来
せ
し
も
、
同
宅

に
寄
偶
す
る
恵
生
に
謀
り
て
、
此
異
客
の
許
に
携
え
行
き
、
翻
訳
を
請
し
と
な
ん
。
さ
れ
ど
も
此
人
其
頃
他
に
繁
劇
の
事
故

有
て
、
ま
ま
に
只
鍵
泥
初
の
処
十
葉
計
り
も
訳
せ
し
ま
ま
に
て
遂
に
止
ぬ
と
ぞ
、
其
後
何
人
に
か
謀
り
て
訳
せ
し
な
ら
ん
。

按
ず
る
に
此
本
は
即
ち
秋
帆
の
蔵
書
な
れ
ば
、
彼
書
中
を
抜
出
し
て
訳
せ
し
こ
と
疑
な
し
、
然
る
に
之
を
読
む
に
実
に
悪

訳
に
し
て
、
耆
中
通
暁
難
き
処
十
の
二
一
四
に
居
る
。
一
説
に
是
は
和
蘭
訳
司
某
の
訳
せ
し
な
り
と
、
然
れ
共
是
を
考
る
に
、

此
を
以
て
本
業
と
な
す
も
の
、
豈
此
の
如
く
拙
劣
な
ら
ん
や
》
必
ず
虚
談
な
る
べ
し
。
案
ず
る
に
毒
是
は
遊
学
の
書
生
杯
に

託
し
、
訳
し
習
ひ
に
稿
を
起
し
た
る
ま
で
の
書
と
見
ゆ
。
さ
る
故
に
や
、
元
よ
り
学
問
の
有
無
、
文
学
の
巧
拙
は
恐
ら
く
是

現
在
、
各
地
で
散
見
す
る
高
島
流
の
砲
術
書
は
、
伝
授
目
録
の
類
を
除
く
と
壷
『
高
島
流
砲
術
秘
書
』
と
標
題
の
あ
る
三
巻

本
で
、
そ
の
内
容
は
、
モ
ル
チ
ー
ル
・
ホ
ウ
ィ
ッ
ッ
ル
・
カ
ノ
ン
・
ボ
ン
ゞ
へ
の
説
明
と
、
破
裂
弾
の
製
法
、
装
填
方
法
、
射
角
、

導
火
、
発
射
法
、
薬
包
の
作
り
方
、
各
種
砲
弾
、
火
薬
の
吟
味
並
び
に
貯
蔵
、
運
搬
方
法
な
ど
の
概
要
が
述
べ
ら
れ
た
に
過
ぎ

な

も、

、
発
射
法
、
華

も
の
で
あ
る
。
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採
用
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
ず
、
既
に
寛
永
年
間
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
っ
て
舶
載
さ
れ
た
も
の
の
殆
ん
ど
普
及
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
技
術
史
家
が
し
ば
し
ば
論
及
す
る
よ
う
な
封
建
性
の
下
に
お
け
る
技
術
の
停
滞
で
は
な
く
、
戦
闘
様
式

右
打
方
の
義
、
取
廻
し
立
廻
し
等
一
同
に
揃
い
候
て
の
墨
の
義
に
つ
き
、
童
子
の
戯
に
等
し
き
仕
方
に
御
座
候

と
酷
評
し
て
結
ん
で
お
り
、
秋
帆
の
西
洋
流
砲
術
が
、
そ
の
火
器
を
も
っ
て
訓
練
し
壱
「
取
廻
し
立
廻
し
等
一
同
に
揃
い
候
」

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
す
る
こ
と
に
は
一
顧
だ
に
し
て
い
な
い
。
し
か
し
江
川
担
庵
を
始
め
と
し
て
、
こ
れ
が
幕
末
の
兵

制
改
革
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
人
達
も
多
く
い
た
の
で
あ
る
。

高
島
流
が
実
践
を
重
ん
じ
て
伝
書
に
よ
る
形
式
を
軽
視
し
た
の
は
、
こ
の
銃
隊
の
調
練
Ｉ
伝
授
目
標
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
西

洋
銃
陣
の
事
」
ｌ
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
か
ら
で
、
射
手
の
育
成
で
は
な
く
、
銃
兵
の
用
法
に
そ
の
真
価
が
存
在
す
る
も
の
で

菫
員
に
も
、

の
違
い
か
ら
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

火
打
仕
掛
故
引
鉄
之
引
堅
く
、
火
挾
落
候
節
当
り
強
く
候
故
筒
動
き
ゆ
り
中
り
悪
敷
、
又
火
打
故
火
移
兼
候
事
も
戸
之

野
戦
筒
手
廻
し
も
宣
敷
打
放
仕
候
へ
共
、
玉
入
に
無
乏
故
中
り
之
善
悪
難
和
分
候
（
中
略
）
野
戦
筒
之
業
は
数
挺
早
放
に
仕
、

其
勢
を
以
て
敵
を
取
ひ
し
候
迄
之
業
に
て
、
多
分
中
り
不
宣
品
と
奉
存
候

と
あ
る
よ
う
に
、
取
扱
い
は
容
易
に
み
え
る
が
空
放
で
あ
る
か
ら
業
前
が
分
か
ら
ぬ
た
め
、
同
役
の
田
付
四
郎
兵
衛
か
私
（
井

上
左
太
夫
）
に
命
じ
て
射
撃
の
技
楠
を
競
わ
せ
る
よ
う
上
申
す
る
な
ど
、
幕
府
の
軍
事
技
術
を
指
導
す
る
役
職
に
あ
っ
た
井
上

左
太
夫
で
す
ら
、
秋
帆
が
唱
え
た
西
洋
砲
術
を
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
製
鉄
砲
に
よ
る
射
撃
術
の
範
囲
で
し
か
把
ら
え
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
も
報
告
書
の
最
後
の
箇
条
に
は
、

こ
れ
は
、
秋
帆
が
徳
丸
原
で
演
習
を
行
な
っ
た
と
き
、
幕
府
の
検
視
役
を
勤
め
た
鉄
砲
方
の
井
上
左
太
夫
が
提
出
し
た
報
告

一
、
小
筒
打
方
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が
置
か
れ
た
。

三
兵
タ
ク
チ
キ

秋
帆
の
洋
式
砲
術
が
、
西
洋
兵
学
導
入
の
緒
口
を
開
い
た
と
い
う
程
度
で
あ
っ
た
の
は
彼
自
身
も
弁
ま
え
て
お
り
、
天
保
十

一
年
、
十
二
年
、
十
三
年
と
そ
の
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
が
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
三
）
十
月
に
烏
居
耀
蔵
の
蕊
構
に

よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
秋
帆
み
ず
か
ら
に
よ
る
高
島
流
の
増
補
充
実
は
不
可
能
と
な
っ
た
。
爾
後
は
彼
の
指
導
を
受

け
た
江
川
英
龍
や
下
曽
根
信
敦
ら
の
手
に
よ
っ
て
引
継
が
れ
た
が
、
戦
術
の
研
究
よ
り
も
造
兵
及
び
歩
兵
教
練
の
方
面
に
重
き

歩
兵
と
砲
兵
を
連
合
さ
せ
た
場
合
の
戦
隊
順
次
諺
続
い
て
は
「
野
戦
銃
発
砲
ノ
図
」
、
「
騎
兵
出
立
ノ
図
」
、
「
騎
兵
鎗
入
の

図
」
、
「
銃
卒
出
立
ノ
図
」
、
「
附
釧
銃
ヲ
以
一
Ｚ
二
人
組
ヲ
編
ス
ル
図
」
、
「
。
〈
ト
ロ
ン
製
法
」
が
あ
り
、
ま
た
小
銃
取
扱
い

の
号
令
詞
、
十
二
段
装
填
法
に
よ
る
号
令
詞
、
銃
隊
教
導
号
令
詞
が
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
か
れ
て
い
る
。

全
体
の
構
成
か
ら
み
る
と
、
生
兵
教
練
に
つ
い
て
は
「
稽
古
初
之
事
」
と
し
て
諺
執
銃
動
作
と
歩
兵
練
法
が
僅
か
七
箇
条
に
記

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
。
ハ
タ
イ
ロ
ン
（
中
隊
）
の
陣
形
変
換
を
図
式
し
た
「
銃
陣
操
教
」
に
紙
数
を
費
や
し
て
い
る
こ
と
か
ら

み
る
と
、
『
初
学
妙
』
は
新
兵
の
第
一
課
テ
キ
ス
ト
に
当
る
も
の
で
は
な
く
、
高
島
流
砲
術
の
範
囲
を
梗
概
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
内
容
的
に
は
さ
ら
に
詳
細
に
及
ぶ
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
三
兵
戦
術
ま
で
及
ぶ
も
の
で
な
か
っ
た
・

と
は
い
え
、
こ
れ
が
や
が
て
は
三
兵
の
採
用
か
ら
近
代
軍
隊
に
と
発
展
す
る
道
程
に
お
い
て
壷
当
然
通
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
段
階
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
・
老
中
阿
部
正
弘
が
秋
帆
に
贈
っ
た
と
い
わ
れ
る
「
火
技
中
興
洋
兵
開
基
」
の
言
は
言
徳

丸
原
の
号
砲
が
日
本
近
代
化
の
幕
開
け
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
謡
む
し
ろ
寡
褒
と
い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い

で
あ
る
。

前
条
で
秋
帆
の
洋
式
兵
学
は
三
兵
戦
術
に
ま
で
及
ん
で
い
な
い
と
述
べ
た
が
、
徳
丸
原
の
演
練
を
墨
る
と
、
騎
兵
に
よ
る
馬

－10－









学
問
編
十
四
巻
、
戦
闘
術
門
編
三
○
巻
の
計
四
四
巻
に
及
ぶ
大
著
で
こ
の
う
ち
の
戦
闘
術
門
は
明
ら
か
に
三
兵
戦
術
書
で
あ
る
。

こ
の
訳
書
の
テ
キ
ス
ト
に
は
教
種
の
兵
学
書
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
戦
闘
術
門
に
限
っ
て
い
え
ば
詞
プ
ロ
ン
ャ
人
ハ
イ
リ
ッ

ヒ
・
フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
の
三
兵
書

函
・
ぐ
幽
冒
犀
屋
且
豆
の
『
ｇ
§
常
号
吋
弓
四
宮
房
号
局
号
凰
雪
禺
厳
ロ
．
畠
綴

を
オ
ラ
ン
ダ
人
ミ
ュ
ル
ケ
ン
が
蘭
訳
し
た
角
冒
目
冨
巨
房
の
冒
筍
鼻
三
禺
号
且
凰
①
雪
苔
①
易
言
易
葛
か
ら
重
訳
し
た
も
の
で
、
当
時
と

し
て
は
最
新
の
三
兵
戦
術
書
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
部
分
の
訳
に
つ
い
て
は
高
野
長
英
が
協
力
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
・

こ
の
原
書
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
も
再
び
春
山
に
よ
り
『
三
兵
活
法
』
十
巻
と
し

て
訳
出
さ
れ
、
ま
た
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
に
高
野
長
英
が
訳
し
た
『
三
兵
答
古
知
幾
』
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
さ

ら
に
箕
作
玩
甫
に
も
『
三
兵
達
古
知
幾
訳
本
』
の
訳
書
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
・

プ
ラ
ン
ト
以
外
の
三
兵
書
と
し
て
、
わ
が
国
で
歓
迎
さ
れ
た
も
の
に
プ
ロ
ン
ャ
人
デ
ッ
ケ
告
．
急
弓
屑
。
雷
ろ
箸
を
ブ
ー
コ
ッ

プ
が
蘭
訳
し
た
四
く
自
国
ｇ
ｏ
ｇ
白
鳥
爵
六
号
『
目
の
患
浦
扁
も
．
ぐ
９
房
。
百
写
届
匡
雷
が
あ
り
壱
箕
作
玩
甫
が
嘉
永
元
年
（
一
八
四

八
）
に
「
三
兵
操
治
正
義
』
と
し
て
訳
し
て
い
る
も
の
の
ほ
か
、
訳
書
不
明
の
『
隆
氏
三
兵
答
古
知
幾
』
二
○
巻
が
知
ら
れ
る
・

高
野
長
英
も
こ
の
原
書
か
ら
翻
訳
を
し
て
い
る
ら
し
い
が
未
発
見
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
両
書
と
共
に
特
色
あ
る
戦
術
書
と
し
て
は
、
ロ
シ
ヤ
人
オ
コ
ウ
ネ
フ
屋
ｐ
ｇ
Ｓ
言
の
ろ
原
書
を
オ
ラ
ン
ダ
人
←
フ
ロ
ィ
ン

Ｆ
三
田
昌
旨
が
抜
奉
訳
し
た
扉
『
の
号
弓
の
め
ａ
・
く
の
昌
吾
ぐ
豊
号
①
一
鴨
胃
冨
弓
ｇ
・
号
忌
目
堅
諒
で
駕
弓
屈
観
か
ら
、

喜
一
兵
用
決
精
論
』

が
越
前
大
野
藩
士
西
川
貫
蔵
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
。
フ
ロ
シ
ヤ
の
兵
制
改
革
者
と
し
て
著
名
な
シ
ャ
ル
ン
ホ
ル
ス

ト
の
二
言
言
『
一
ｍ
ｓ
①
弓
閉
ｇ
ｇ
冒
呂
旨
『
号
国
軍
の
冨
呂
呂
言
界
一
号
の
蘭
訳
本
か
ら
三
洲
田
原
の
三
宅
友
信
が
抄
訳
し
て
刊
行
し

た
も
の
に
『
泰
西
兵
鑑
初
施
』

し
か
し
、
わ
が
国
で
最
も
多
く
翻
訳
さ
れ
空
一
夏
書
と
し
て
は
ク
ノ
ー
。
フ
の
著
書
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
員
当
，
唇
ｇ
で
｝

【
ｏ
風
函
①
、
１
℃
号
吊
冨
一
鴨
百
易
蒔
屍
困
か
ら
は
、
『
古
氏
兵
論
』
（
一
八
六
一
年
石
川
遠
訳
）
、
『
格
能
弗
答
古
知
幾
』
（
一

が
あ
る
。

I
D
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昨
年
全
忠
（
金
隠
忠
兵
衛
）
之
手
に
於
て
鋳
造
候
火
徴
砲
は
十
六
封
度
と
申
候
て
も
よ
き
様
に
候
へ
ど
も
、
二
十
ド
イ
ム
と

称
し
候
が
普
通
之
名
に
御
座
候
。
兵
学
小
識
一
本
被
遣
候
様
御
や
面
之
処
、
御
取
落
候
と
相
見
え
御
箱
中
に
見
え
不
申
、
小

（
注
一
三
）

識
中
に
も
廿
ド
ィ
ム
と
有
之
候
は
ぱ
点
検
仕
候
迄
も
無
之
、
昨
年
鋳
造
之
度
に
合
し
可
申
候

ま
た
、
佐
藤
信
淵
も
「
東
西
火
攻
弁
』
に
お
い
て
「
兵
学
小
識
其
他
蘭
書
翻
訳
ノ
砲
術
書
二
云
々
」

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
『
兵
学
小
識
』
の
価
値
を
砲
術
部
門
に
し
か
認
め
て
い
な
い
よ
う
だ
。

秋
帆
を
始
め
、
江
川
担
庵
、
佐
久
間
象
山
、
佐
藤
信
淵
な
ど
の
兵
学
者
が
、
ヨ
ー
ロ
プ
。
〈
兵
学
の
な
か
で
も
兵
術
に
関
す
る

部
門
を
重
視
し
た
の
は
、
実
務
に
係
わ
る
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
対
し
て
用
兵
術
に
関
心
を
抱
き
、
初
期

に
こ
れ
を
翻
訳
し
た
鈴
木
春
山
、
高
野
長
英
毒
箕
作
玩
甫
ら
が
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
学
ん
だ
人
達
で
あ
っ
た
こ
と
は
》
た
だ
蘭
語

に
精
通
し
て
い
た
と
い
う
よ
り
、
東
洋
医
術
と
西
洋
医
術
と
い
う
東
西
医
学
の
違
い
が
、
そ
の
歴
史
的
背
景
か
ら
き
た
思
想
の

違
い
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
た
上
に
立
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
シ
。
〈
の
戦
術
思
想
か
ら
生
ま
れ
た
用
兵
学
を
紹
介
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
彼
等
の
目
的
が
、
単
な
る
西
洋
兵
学
礼
讃
で
は
な
く
雲
彼
の
長
を
取
っ
て
己
の
短
を
補
わ
ん
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
り
壱

鈴
木
春
山
が
『
兵
学
小
識
』
を
訳
述
し
た
の
も
講
中
国
の
兵
法
で
あ
る
孫
呉
の
兵
略
に
、
西
洋
の
長
で
あ
る
三
兵
戦
闘
術
を
合

は
、
誰
し
も
が
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
洋
式
と
和
式
の
違
い
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
長
短
を
比
較
し
取
捨
選
択
す
る
こ
と
は

そ
れ
程
難
事
で
は
な
か
っ
た
が
、
歴
史
的
背
景
の
な
か
で
育
く
ま
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
略
、
戦
術
思
想
を
理
解
す
る
こ
と
は

異
な
っ
た
戦
争
観
を
も
つ
日
本
人
に
と
っ
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
タ
ク
チ
キ
の
用
語
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
表
現
す
る
適

切
な
訳
語
が
な
い
た
め
、
原
語
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
『
兵
学
小
識
」
を
読
ん
だ
当
時
の
識
者
の
理
解
度
を
み
て
も
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
と
え
ば

佐
久
問
象
山
が
、
弘
化
年
間
に
山
寺
源
太
夫
に
宛
て
た
手
紙
に
よ
る
と
、
そ
の
関
心
は
専
ら
学
問
編
に
注
が
れ
て
い
た
と
し
か

１
八

う
り
し

』
比

、
◎

思
わ
れ
な
い

昨
年
全
忠

-1 6-







堺
津
桜
町
か
ら
大
坂
城
ま
で
約
三
里
壱
十
二
キ
ロ
余
の
距
薩
が
あ
る
・
少
数
の
直
し
筒
は
罫
か
ら
出
向
す
る
御
加
番
御
家
来

分
（
鉄
砲
細
工
人
、
主
に
番
子
と
呼
ば
れ
た
下
級
鍛
冶
）
に
よ
っ
て
城
内
で
修
覆
作
業
を
終
え
た
が
、
十
年
に
一
度
の
大
修
覆

は
量
も
多
く
塀
へ
持
帰
っ
て
修
理
さ
れ
た
。
こ
の
御
珈
番
鍛
冶
に
つ
い
て
次
の
様
な
記
録
が
あ
る
。

大
坂
城
で
は
壱
お
よ
そ
十
年
に
一
度
修
理
。
調
整
し
て
保
繕
を
計
っ
た
。
公
儀
御
用
鍛
冶
で
あ
っ
た
塀
の
鉄
砲
鍛
冶
は
壱
と

の
直
し
筒
に
も
註
費
見
積
書
を
提
出
し
て
落
札
し
て
い
た
、
こ
れ
に
嘘
先
ず
大
坂
猿
鉄
砲
奉
行
か
ら
塀
鉄
砲
年
寄
に
修
覆
の
下

命
が
あ
り
、
鉄
砲
年
寄
は
平
鍛
冶
中
よ
り
複
数
の
適
格
者
を
選
び
見
積
り
入
札
さ
せ
る
。
こ
う
し
て
落
札
し
た
鍛
冶
に
年
寄
役

の
内
一
名
が
付
添
い
鉄
砲
奉
行
役
宅
に
出
向
き
壱
修
覆
の
詳
銅
に
つ
い
て
打
合
せ
た
後
》
年
寄
役
よ
り
平
鍛
冶
に
正
式
に
作
業

を
命
ず
る
。
修
覆
細
工
の
完
了
後
検
査
確
認
を
年
寄
役
が
厳
密
に
行
な
に
再
び
年
寄
差
添
い
の
上
壱
鉄
砲
蔵
へ
納
入
し
て
い

大
坂
城
の
武
庫
の
内
、
最
大
の
も
の
睡
天
主
閣
東
方
の
鴫
野
に
あ
っ
た
鉄
砲
蔵
で
鴫
野
御
蔵
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
附
近

の
城
郭
は
今
日
、
跡
形
も
な
い
が
壱
天
主
閣
西
侭
に
隣
接
し
て
現
存
す
る
娼
硝
蔵
は
鑑
石
造
り
の
強
固
な
建
造
物
で
我
国
唯
一

の
も
の
で
あ
る
◎

た
⑥

な
る
。

京
都
二
条
城
・
大
坂
城
の
猿
付
鉄
砲
壜
そ
の
殆
ん
ど
唾
三
匁
五
分
筒
を
主
と
す
る
番
筒
で
あ
っ
た
。
定
期
的
に
銃
卒
に
よ
っ

て
射
撃
訓
練
で
使
用
き
れ
る
事
も
あ
っ
た
が
、
大
平
の
世
ゆ
え
に
戦
場
で
火
を
吹
く
こ
と
も
な
く
壱
朽
ち
錆
び
て
い
く
こ
と
に

■
御
修
覆
鉄
砲 堺
鉄
砲
記
Ｉ
修
覆
鉄
砲
と
鹿
追
鉄
砲

澤
田

平
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堺
大
坂
間
を
番
筒
輸
送
す
る
に
際
し
、
そ
の
通
行
に
は
公
儀
武
具
の
般
送
を
誇
示
す
る
た
め
に
、
「
御
鉄
砲
御
用
」
と
書
か

れ
た
紋
付
差
札
十
本
を
荷
駄
に
立
て
、
同
じ
く
「
御
鉄
砲
御
用
」
と
書
か
れ
た
提
灯
六
帳
を
か
Ｌ
げ
街
道
を
往
来
し
た
。
直
し

筒
と
い
っ
て
も
、
そ
の
見
積
・
入
札
・
落
札
・
鉄
砲
の
受
領
・
納
入
・
代
銀
の
請
求
・
受
領
と
そ
の
都
度
堺
か
ら
大
坂
へ
出
か

け
ね
ば
な
ら
ず
、
堺
町
か
ら
の
出
立
、
帰
着
を
役
所
に
断
り
書
を
も
っ
て
届
出
て
い
る
。

「
入
り
鉄
砲
出
女
」
と
は
巷
間
に
良
く
聞
く
、
江
戸
幕
府
体
制
維
持
の
禁
令
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
堺
・
大
坂
間
の
如
き
僅

か
な
距
離
に
お
け
る
武
具
や
人
の
移
動
に
も
厳
し
い
規
制
が
施
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
人
別
帳
の
制
度
上
に
根
ざ
す
も
の
で
、
鍛
冶
人
が
堺
市
中
で
は
町
人
で
あ
り
、
城
内
で
は
御
家
来
分
と
な
る
矛
盾
を

指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。

恐
乍
書
付
を
以
て
御
断
り
申
上
奉
り
候

一
大
坂
御
城
内
御
鉄
砲
御
修
復
百
挺
代
銀
来
る
十
六
日
御
渡
し
下
さ
れ
候
に
付
、
明
十
三
日
御
銀
受
取
証
文
印
形
御
取
成
ら
れ

宝
暦
八
年
寅
八
月
、
毎
年
の
通
り
大
坂
御
加
番
へ
来
り
候
鉄
砲
細
工
人
、
四
人
共
書
付
を
以
っ
て
御
断
り
申
上
げ
候
処
、
芝

辻
き
ょ
悴
・
伝
右
衛
門
義
は
御
聞
届
被
遊
候
由
、
残
り
三
人
籠
屋
宗
左
衛
門
、
同
為
七
、
同
茂
兵
衛
儀
は
御
聞
届
不
被
遊
候

旨
被
仰
出
候
。
こ
の
訳
は
堺
に
て
町
人
名
前
書
在
之
於
御
城
内
御
加
番
の
御
家
来
分
に
相
成
り
一
人
に
て
両
名
前
持
ち
候
儀

不
埒
の
至
の
由
、
大
坂
相
勤
の
堺
の
名
前
消
し
申
し
候
。
左
な
く
候
は
堂
大
坂
来
り
候
儀
相
な
ら
ず
候
段
、
戸
田
三
四
郎
殿

仰
せ
聞
か
さ
れ
候
・

芝
辻
文
書

大
坂
行
断
り

’
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一
大
坂
御
城
内
御
鉄
砲
三
匁
五
分
玉
御
修
復
百
丁
明
十
五
日
御
渡
し
下
さ
れ
侯
に
付
、
鴨
野
御
蔵
へ
受
取
り
に
罷
越
し
申
度
く

存
奉
り
恐
乍
ら
御
断
申
上
奉
り
候
。

以
上

帰
り
断
り

恐
乍
書
付
を
以
て
御
断
り
申
上
奉
り
候

一
昨
十
三
日
御
鉄
砲
奉
行
、
久
留
勘
右
衛
門
様
御
役
宅
へ
落
札
四
人
私
差
添
罷
越
候
処
、
御
鉄
砲
御
修
復
代
銀
来
る
十
六
日
御

渡
し
な
さ
れ
候
に
付
き
右
請
取
証
文
印
形
御
取
な
さ
れ
、
夜
前
罷
帰
り
候
に
付
き
恐
乍
ら
御
断
申
上
奉
り
候
。

以
上

子
八
月
十
四
日

芝
辻
理
右
衛
門

印

御
奉
行
厳

候
間
落
札
四
人
私
一
人
差
添
、
御
鉄
砲
御
奉
行
様
御
役
宅
へ
罷
越
し
申
し
た
く
存
奉
り
恐
乍
ら
御
断
申
上
奉
り
候
。

以
上

子
八
月
十
二
日
（
安
永
九
年
）

大
坂
行
断

恐
乍
書
付
を
以
て
御
断
申
上
奉
り
候

御
奉
行
様

御
奉
行
様

子
八
月
十
四
日

落
札
四
人

年
寄
芝
辻
理
右
衛
門

印
’

月
十
二
日
（
安
永
九
年
）

芝
辻
埋
右
衛
門

印
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ら
御
断
申
上
奉
り
候

子
八
月
十
五
日

大
坂
行
断
り

一
大
坂
御
城
内
御
鉄
砲
御
修
復
代
銀
明
十
六
日
御
渡
し
下
さ
れ
候
に
付
、
落
札
四
人
私
一
人
差
添
大
坂
へ
罷
越
し
申
度
存
奉
り

候
に
付
き
恐
乍
ら
御
断
り
申
上
奉
り
候
。

以
上

子
八
月
十
五
日

芝
辻
埋
右
衛
門

印

御
奉
行
様

恐
乍
書
付
を
以
て
御
断
申
上
奉
り
候

一
大
坂
御
城
内
御
鉄
砲
御
修
復
百
挺
鴨
野
御
蔵
へ
今
日
受
取
に
罷
候
処
御
渡
し
下
さ
れ
請
取
奉
り
只
今
罷
帰
り
候
に
付
き
恐
乍

ソ
御
断
申
上
奉
り
候

以
上

帰
る
断
り

御
奉
行
様

御
奉
行
様

榎
並
屋
勘
左
衛
門
印

病
気
に
付
代
清
右
衛
門
印

落
札

年
寄

連
印
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鉄
砲
年
寄
の
支
配
の
上
に
入
札
受
注
し
て
い
た
修
復
筒
の
慣
例
も
文
化
文
政
期
に
入
っ
て
壷
時
の
大
坂
鉄
砲
奉
行
・
河
内
左

太
郎
に
よ
っ
て
年
寄
を
通
じ
る
事
な
く
直
接
平
鍛
冶
に
請
負
せ
る
事
で
破
ら
れ
た
。

一
、
前
段
申
上
奉
候
の
由
緒
故
従
往
古
よ
り
二
条
大
坂
附
御
鉄
砲
御
修
覆
の
儀
は
お
よ
そ
十
ヶ
年
目
に
往
古
よ
り
私
共
へ
仰
付
け

来
た
ら
れ
大
坂
の
分
は
さ
ら
に
そ
の
上
、
平
鍛
冶
の
者
へ
私
共
の
内
年
寄
役
の
者
、
一
人
付
添
い
大
坂
御
鉄
砲
奉
行
御
役
宅
へ

罷
出
御
用
承
り
、
そ
の
上
に
て
右
落
札
値
段
を
も
っ
て
入
札
仕
り
候
そ
の
共
へ
私
共
手
前
よ
り
細
工
申
付
け
壷
出
来
立
て
見
改

め
相
納
め
候
仕
来
た
り
に
御
座
候
。
然
る
処
近
年
大
坂
御
鉄
砲
御
奉
行
、
河
内
左
太
郎
様
御
在
役
中
平
鍛
冶
へ
直
入
札
仰
付
け

ら
れ
候
に
付
き
外
の
鍛
冶
方
よ
り
格
別
下
置
に
入
札
仕
り
、
そ
の
者
へ
御
修
覆
仰
付
け
ら
れ
右
値
段
を
定
値
段
に
御
取
究
め
年

々
御
修
覆
仰
付
け
ら
れ
、
鉄
砲
の
儀
は
御
修
覆
た
り
共
い
さ
上
か
も
手
抜
仕
候
て
も
甚
だ
も
っ
て
危
き
武
器
に
御
座
候
え
ば
安

値
段
を
肝
要
に
御
見
込
み
遊
ぱ
さ
れ
候
て
は
却
っ
て
御
為
に
相
な
ら
ず
且
右
御
修
覆
は
由
緒
を
も
っ
て
私
共
仕
来
り
候
処
、
右

躰
に
成
行
き
候
て
は
由
緒
の
規
模
も
御
座
な
く
家
名
に
相
抱
き
相
続
成
難
く
歎
げ
か
わ
し
き
次
第
に
存
奉
候
。
何
卒
御
燐
慾
を

も
っ
て
古
来
の
通
り
仰
付
け
な
さ
れ
候
様
願
上
げ
奉
り
候
。
文
政
三
辰
年
十
月
三
日
御
番
所
へ
差
出
し
候
願
書
の
覚
の
内
（
芝

辻
文
書
）

堺
鍛
冶
が
国
友
鍛
冶
に
比
し
て
直
し
筒
、
即
ち
修
覆
鉄
砲
の
御
用
に
重
点
を
置
き
、
か
つ
期
待
し
た
事
は
事
実
で
あ
る
。
戦

時
に
は
死
物
狂
い
に
生
産
を
強
要
さ
れ
、
平
和
の
時
代
に
真
先
に
切
棄
て
ら
れ
た
堺
鍛
冶
の
悲
哀
は
権
力
者
に
虐
げ
ら
れ
る
庶

民
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
。

’

修
覆
鉄
砲
は
公
儀
御
用
の
他
、
諸
疾
・
旗
本
か
ら
も
受
取
っ
て
い
た
。
幕
府
は
元
禄
末
年
、
諸
疾
の
誹
筒
に
対
し
数
筒
五
十
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け
ら
る
べ
く
候

以
上
。

右
申
上
候
通
り
直
し
筒
三
百
五
十
二
挺
よ
り
外
、
新
筒
は
申
上
る
に
及
ば
ず
直
し
筒
壱
挺
も
請
取
り
御
座
な
く
候
。
尤
此
間
に

惣
而
仲
ヶ
間
の
内
へ
新
規
に
放
鉄
砲
数
多
く
請
取
申
候
曽
而
御
座
な
く
候
。
万
一
隠
置
き
脇
よ
り
相
知
り
候
は
壁
曲
事
に
仰
付

井
上
関
右
衛
門

右
申
上
候
通
り
直
し
筒
三
百
五
十
二
挺
よ
り
外
、

一
、
訟
平
大
和
守
殿
よ
り
新
筒
数
多
く
請
取
り
候
様
に
聞
召
上
な
さ
れ
候
に
付
き
私
共
御
吟
味
遊
ぱ
し
な
さ
れ
義
壱
承
知
奉
候
。

新
筒
の
義
は
曽
っ
て
も
っ
て
請
取
申
さ
ず
候
。
先
達
て
書
付
を
以
て
御
断
申
上
候
筒
。

一、
直
し
筒

三
度
二
百
挺

芝
辻
長
左
衛
門

丁
以
上
は
鍛
冶
側
か
ら
の
届
出
を
義
務
づ
け
、
後
に
直
し
筒
に
も
同
様
の
報
告
を
求
め
て
い
る
。

宝
永
四
年
亥
五
月
九
日

井
上
関
右
衛
門

芝
辻
長
左
衛
門

御
鉄
砲
修
覆
細
工
の
内
容

御
筒
巻
直
（
銃
身
新
調
）

御
台
仕
替
（
銃
床
新
調
）

火
蓋
仕
替
（
火
蓋
新
調
）

煙
返
仕
替
（
雨
覆
新
調
）

一、

乍
恐
口
上
書
を
以
て
申
上
候

直
し
筒

直
し
筒

三
度
二
百
挺

芝

両
度
百
五
拾
二
挺

ｑ
９
◇
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右
記
の
様
な
修
覆
作
業
が
施
さ
れ
た
が
、
中
に
は
「
筒
巻
直
、
台
仕
替
、
金
具
仕
足
の
金
細
工
を
要
す
る
筒
も
あ
り
、
こ
れ
で

は
修
覆
と
い
う
よ
り
新
筒
誹
へ
に
近
い
。
修
覆
代
銀
が
意
外
に
割
高
で
あ
る
こ
と
が
頷
け
る
・

資
料

芝
辻
文
書

徳
川
幕
府
の
政
権
の
確
固
た
る
礎
は
、
信
長
、
秀
吉
が
鉄
砲
の
威
力
に
よ
っ
て
果
し
た
壷
全
国
平
定
を
踏
襲
し
、
鉄
砲
の
持

つ
強
力
な
効
果
を
充
分
に
認
識
し
た
事
で
あ
る
。
江
戸
初
期
に
お
け
る
幕
府
の
飽
く
な
き
新
銃
の
発
注
と
備
蓄
は
、
去
就
の
定

か
で
な
い
諸
侯
に
対
す
る
、
戦
力
の
絶
対
的
優
位
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
諸
藩
の
火
器
保
有
を
常
に
警
戒
し
、
江
戸
府
内

へ
の
銃
器
持
込
毒
を
極
端
に
制
限
し
た
・
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
の
島
原
の
乱
も
あ
っ
て
、
民
間
で
の
銃
器
の
存
在
は
原

則
的
に
認
め
な
い
厳
し
い
政
策
を
と
っ
た
。
江
戸
市
中
で
は
元
禄
十
三
年
（
一
六
八
八
）
八
月
の
触
書
に
．
、
浪
人
所
持
致

し
候
鉄
砲
、
一
、
町
人
所
持
致
し
候
鉄
砲
、
一
、
預
り
鍛
冶
、
一
壱
何
者
に
て
も
町
中
に
居
申
候
者
の
鉄
砲
、
右
玉
目
何
程
の

筒
、
明
細
に
書
付
、
町
年
寄
方
え
接
参
仕
べ
く
候
・
若
し
隠
置
き
、
脇
よ
り
相
知
り
候
は
堂
曲
事
為
す
べ
き
者
也
一
と
あ
り
、

民
間
中
の
鉄
砲
狩
り
の
予
備
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。

先
目
当
入
替
（
照
星
新
調
と
調
整
）

前
目
当
入
替
（
照
門
新
調
と
調
整
）

御
台
繕
ひ
（
銃
床
の
割
れ
や
欠
損
の
補
修
）

金
具
不
足
仕
足
（
火
挾
難
、
カ
ラ
ク
リ
謂
鋲
、
座
金
類
の
補
足
や
作
動
の
調
整
）

火
皿
入
替
（
火
皿
部
新
調
）

■
百
姓
威
筒
鹿
追
い
鉄
砲
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恐
な
が
ら
口
上
書
を
以
て
御
願
申
上
候

一
、
元
禄
年
中
鉄
砲
御
改
に
付
き
、
町
人
百
姓
寺
社
家
へ
鉄
砲
商
売
仕
候
儀
御
停
止
仰
付
け
ら
れ
、
今
に
お
い
て
も
畏
奉
り
堅
く

相
守
り
罷
在
候
。
然
る
処
諸
国
村
々
へ
耕
作
荒
し
鹿
追
鉄
砲
の
儀
霜
近
年
御
赦
免
仰
付
け
な
さ
れ
候
忙
付
き
御
当
地
三
ヶ
村
百

姓
へ
も
鉄
砲
御
免
仰
付
け
な
さ
れ
候
に
付
き
、
私
共
仲
間
の
内
よ
り
鉄
砲
相
調
遣
し
申
候
。
其
の
以
来
諸
国
よ
り
新
筒
、
直
し

こ
れ
ら
鉄
砲
使
用
の
規
制
は
江
戸
十
里
四
方
に
於
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
堺
津
近
辺
、
摂
津
、
和
泉
、
河
内
方
面
で
の
鉄
砲

事
情
は
多
少
異
な
っ
て
い
た
様
で
あ
る
。
堺
近
接
三
ヶ
村
も
享
保
年
間
に
農
作
物
や
山
林
で
の
有
害
獣
駆
除
用
鹿
追
鉄
砲
が
漸

次
許
可
さ
れ
て
行
っ
た
。

撃
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
民
間
で
の
鉄
砲
の
存
在
は
皆
無
で
は
な
か
っ
た
。
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
の
触
書
で
は
「
江
戸
よ
り
十
里
四
方

は
猟
師
た
り
と
い
え
ど
も
一
切
に
鉄
砲
取
上
申
す
べ
く
候
事
、
但
猪
・
鹿
・
狼
多
く
出
、
田
畑
を
荒
ら
し
人
馬
へ
掛
り
百
姓
難

儀
に
及
び
候
節
は
鉄
砲
改
役
へ
相
伺
い
、
差
図
受
く
べ
く
候
事
」
と
あ
り
、
百
姓
威
筒
壷
鹿
追
い
鉄
砲
は
御
貸
鉄
砲
、
預
り
鉄

砲
と
し
て
制
限
を
付
し
て
農
民
の
所
持
を
許
し
た
。
猟
師
筒
は
取
上
げ
ら
れ
、
翌
享
保
三
年
に
は
浪
人
も
鉄
砲
の
所
持
を
禁
じ

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
堺
に
於
け
る
元
禄
年
中
の
鉄
砲
攻
め
は
、
同
時
に
堺
鉄
砲
鍛
冶
達
の
町
人
、
百
姓
、
寺
社
家
に
対
す
る
鉄
砲
商
売
の
禁

止
で
あ
っ
た
。
幕
府
御
用
筒
の
継
続
的
受
注
に
於
て
優
遇
さ
れ
る
事
の
な
か
っ
た
堺
鍛
冶
に
と
っ
て
、
こ
の
処
置
は
手
痛
い
打

没
収
、
或
は
廃
棄
処
分
に
付
さ
れ
た
。

一
方
、
幕
府
直
轄
領
で
あ
る
堺
は
、
す
で
に
元
禄
の
初
年
に
》
こ
の
調
査
が
行
な
わ
れ
、
元
禄
二
年
六
月
に
町
人
所
持
鉄
砲

百
四
拾
丁
に
就
い
て
、
江
戸
表
へ
報
告
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
こ
の
百
四
十
丁
の
回
収
が
開
始
さ
れ
、
元
禄
八
年
迄
に
全
て

た た
○ ○

。
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一
、
鉄
砲
鍛
冶
御
願
い
の
義
に
付
き
江
州
国
友
、
同
国
日
野
に
て
鉄
砲
師
吟
味
の
筋
、
聞
合
候
様
に
と
仰
付
け
な
さ
れ
、
こ
れ
よ

り
鉄
砲
鍛
冶
の
内
、
籠
屋
与
三
右
衛
門
右
両
所
へ
罷
越
し
罷
帰
り
候
事
。

一
、
江
州
国
友
鉄
砲
鍛
冶
方
に
て
承
ま
わ
り
候
処
、
鉄
砲
師
共
申
す
義
は
百
姓
の
儀
狼
に
鉄
砲
打
ち
申
す
者
に
て
は
之
な
く
候
由
、

所
の
地
頭
よ
り
御
赦
免
鉄
砲
放
し
申
し
候
に
付
き
此
方
に
て
具
に
改
め
、
張
替
へ
鉄
砲
は
申
す
に
及
ば
ず
並
び
に
直
し
鉄
砲
の

儀
勝
手
次
第
に
請
合
い
申
し
候
御
断
り
申
上
候
儀
は
御
座
無
く
候
・
然
れ
共
、
毎
年
御
用
鉄
砲
差
上
げ
申
し
候
節
御
鉄
砲
御
支

筒
説
来
り
候
得
共
右
御
法
度
の
儀
御
座
候
得
ば
一
聞
請
合
申
さ
ず
、
こ
れ
よ
り
江
州
国
友
壱
同
国
日
野
、
そ
の
外
諸
国
に
罷
在

り
候
鉄
砲
師
方
に
て
相
調
申
候
故
、
私
共
難
義
仕
り
罷
在
り
候
。
御
当
地
に
於
て
も
先
年
は
在
方
鉄
砲
説
え
、
こ
れ
在
る
節
は

御
番
所
へ
御
窺
申
上
候
て
商
売
仕
〃
り
候
事
則
御
番
所
へ
差
上
げ
申
候
帳
面
控
等
私
共
所
持
仕
り
罷
在
り
候
右
御
停
止
に
付
き
鉄

砲
鍛
冶
共
段
々
困
窮
仕
り
壷
其
上
こ
の
節
諸
士
方
御
鉄
砲
御
銚
え
も
別
し
て
数
な
く
御
座
候
に
て
渡
世
相
勤
め
難
く
、
迷
惑
至

極
に
存
奉
り
候
。
先
だ
っ
て
御
停
止
仰
付
け
ら
れ
候
内
、
百
姓
方
鹿
追
鉄
砲
の
儀
、
先
年
の
通
り
御
赦
免
仰
付
け
ら
れ
候
は
ぱ

鉄
砲
鍛
冶
の
儀
は
申
す
に
及
ば
ず
毒
台
師
、
金
具
師
末
々
に
至
る
迄
、
普
く
有
難
く
存
奉
る
べ
く
候
。

以
上

与
三
右
衛
門
が
国
友
、
日
野
に
出
向
き

恐
乍
ら
口
上
書
を
以
て
申
上
候

禁
令
は
他
国
に
先
が
け
て
、
い
ち
早
く
施
行
さ
れ
や
こ
れ
の
解
禁
も
他
国
に
遅
れ
る
厳
し
い
行
政
を
施
い
た
役
所
も
、
堺
の

有
力
産
業
の
衰
微
を
無
視
し
得
ず
堺
鍛
冶
と
し
て
、
江
州
国
友
、
日
野
鍛
冶
の
現
況
を
調
査
す
る
様
指
示
し
た
。
早
速
、
籠
屋

与
三
右
衛
門
が
国
友
、
日
野
に
出
向
き
、
当
地
の
実
情
を
具
に
調
査
し
帰
国
し
た
。

御
奉
行
様

享
保
十
五
年
戌
二
月
廿
一
日

堺
鉄
砲
鍛
冶
連
署
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籠
屋
与
三
右
衛
門
の
実
情
報
告
を
添
え
て
の
赦
免
願
書
も
空
し
く
放
置
さ
れ
享
保
十
八
年
、
再
三
の
出
願
と
な
っ
た
が
禁
令

は
解
か
れ
な
か
っ
た
。
近
接
の
村
々
の
百
姓
威
筒
ば
堺
を
素
通
り
し
て
国
友
、
日
野
へ
発
注
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
横
目
で

見
な
が
ら
閑
業
を
か
こ
つ
堺
鍛
冶
達
の
心
情
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
・
堺
鍛
冶
が
国
友
、
日
野
鍛
冶
と
同
様
に
、
百
姓
鹿
追
筒

を
謎
請
け
、
新
筒
、
直
し
筒
を
取
扱
え
る
の
は
元
禄
の
禁
止
以
後
五
十
余
年
を
経
た
延
享
三
年
で
あ
る
。

｜
、
江
州
日
野
鉄
砲
鍛
冶
方
へ
も
罷
越
し
、
あ
い
承
り
申
し
候
処
へ
、
是
も
国
友
同
様
に
承
り
届
候
。
日
野
は
加
藤
孫
三
郎
様
御

知
行
所
に
て
大
庄
屋
、
町
田
善
六
と
申
す
仁
こ
れ
あ
り
候
故
、
こ
の
仁
へ
対
談
致
し
候
処
這
是
も
外
に
御
吟
味
御
座
な
く
候
得

共
、
年
中
出
来
立
て
候
鉄
砲
員
数
の
儀
、
孫
三
郎
様
御
役
人
中
へ
差
上
げ
候
由
、
申
し
閏
か
さ
れ
候
事
・

右
の
通
り
江
州
国
友
、
同
国
日
野
鉄
砲
鍛
冶
に
て
相
承
り
候
上
猶
又
右
両
所
の
御
役
所
に
於
て
具
に
承
り
届
候
て
罷
帰
り
申
し

候
。
先
達
っ
て
御
願
い
申
上
げ
候
通
り
御
当
地
鉄
砲
鍛
冶
共
、
殊
の
外
困
窮
仕
り
罷
あ
り
候
。
何
と
ぞ
御
慈
悲
の
上
先
年
の
通

り
御
赦
免
仰
付
け
な
さ
れ
候
は
壁
有
難
く
存
じ
奉
り
候

己
上
。

嘉
右
衛
門
殿
へ
対
談
致
し
、

し
聞
か
さ
れ
罷
帰
り
候
事
。

配
方
へ
年
中
仕
り
候
鉄
砲
の
員
数
の
儀
耆
上
げ
申
し
候
旨
申
し
聞
き
候
。
将
又
鉄
砲
中
り
放
ち
、
力
様
の
義
も
銘
々
共
、
宅
に

於
て
勝
手
に
放
ち
申
さ
れ
候
由
、
何
の
御
嚇
も
御
座
な
く
候
段
承
ま
わ
り
届
候
。
こ
れ
よ
り
国
友
は
松
永
甲
斐
守
様
御
知
行
所

に
て
江
州
金
堂
村
と
申
し
候
所
に
甲
斐
守
礒
御
代
官
、
雨
宮
亮
右
衛
門
殿
と
申
す
仁
こ
れ
あ
り
候
故
、
そ
こ
へ
罷
越
し
候
に
て

嘉
右
衛
門
殿
へ
対
談
致
し
、
右
の
一
々
相
尋
ね
叩
し
候
所
鉄
砲
の
酸
、
此
方
よ
り
改
め
候
儀
か
つ
て
も
っ
て
御
座
無
く
候
段
申

享
保
十
五
年

榎
並
屋
勘
左
衛
門

戌
二
月
廿
一
日

芝
辻

長
左
衛
門

御
奉
行
様
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資
料

御
窺
い
申
上
げ
請
取
申
す
べ
く
候
。
紛
わ
し

上
げ
置
き
候
証
文
の
通
り
に
相
心
得
申
す
べ

右
の
通
り
堅
く
相
守
り
申
す
べ
く
候
。
為
甘

一
、
在
々
百
姓
威
鉄
砲
請
取
り
た
き
段
、
前
々
よ
り
相
願
申
し
候
。
此
度
相
願
候
処
御
赦
免
成
し
下
さ
れ
、
一
統
有
難
く
存
奉
り

候
。
然
る
上
は
仲
間
相
互
に
申
合
せ
遂
吟
味
鉄
砲
諜
来
り
候
節
壷
威
鉄
砲
其
所
に
相
定
り
候
、
筒
数
の
儀
収
、
遂
吟
味
候
上
、

御
窺
い
申
上
げ
請
取
申
す
べ
く
候
。
紛
わ
し
き
儀
仕
り
間
敷
候
。
尤
も
鉄
砲
の
儀
に
付
き
御
法
度
請
負
い
の
訳
は
先
だ
っ
て
差

御
用
筒
や
諸
士
誹
筒
へ
の

た
が
、
こ
の
解
禁
は
焼
石
に

差
上
げ
申
し
一
礼
の
事

堺
市
谷
澤
百
太
郎
氏
旧
蔵

谷
澤
文
書

「
鉄
砲
鍛
冶
仲
間
諸
事
留
書

享
保
十
年
」

延
享
三
丙
寅
十
二
月
廿
一
日

筒
や
諸
士
誹
筒
へ
の
希
望
も
空
し
か
っ
た
堺
鉄
砲
鍛
冶
達
に
と
っ
て
、
数
量
価
格
共
に
旨
味
の
無
い
百
姓
筒
で
は
あ
っ

こ
の
解
禁
は
焼
石
に
水
と
錐
も
明
る
い
朗
報
で
あ
っ
た
。

堺
鉄
砲
鍛
冶
連
署

⑳

為
其
連
判
証
文
如
件
。

く
候
・
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昭
和
五
十
七
年
一
○
月
例
会
出
席
者

薯
名
順
・
敬
称
電

越
重

昌
Ｉｊ光

田
福

斉
藤

利
正

山
秋

泰

伊
藤

演
吉

所

荘
吉

銃
砲

史
研

究

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
十
三
日

発
行

銃
砲
史
学
会

編
集
発
行

東
京
都
渋
谷
区
神
南
一
ノ
ー
ノ
ー

社
団
法
人
日
本
ラ
イ
フ
ル
射
撃
協
会

頒
価

五
百
円

澤 実

村
正

二

田
平


